
 

令和７年度 第３回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年12月18日（木）午後２時30分から午後４時20分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

田村会長 押見副会長 間島副会長 

清水委員 遠山（邦）委員 坂井委員 

廣川委員 三井田委員 藤田委員 

遠山（み）委員 関矢委員 米山委員 

計12人 

警   察 
山岸署長 廣田副署長 梅澤警務課長 

谷地会計課長 佐藤生活安全課長 曽根地域課長 

水落刑事課長 加藤交通課長 田中警備課長 

計９人 

 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和７年11月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

各課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 詐欺被害防止対策の推進 

(1) 年金支給日の広報 

 (2) 国際電話利用休止受付ブースの設置 

 (3) 高齢者に対する防犯講話 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

 (1) 「秋の全国交通安全運動」期間中における街頭立哨 

 (2) 柏崎市などと協働した各地域での交通安全啓発 

 (3) 駐車違反の取締り強化 

 (4) 夕暮れ時間帯における街頭活動の強化 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 
１ 詐欺被害防止対策の推進 

(1) 国際電話利用休止の広報 

(2) 各自治体及び報道機関を通じたＳＮＳ型投資詐欺などの詐欺被害防止広報 

(3) その他効果的な防犯広報についての検討 



２ 交通事故防止対策の推進 

(1) 天候に配慮した屋内での交通安全啓発活動 

(2) 管内事業所等への広報 

(3) 自転車も含めた飲酒運転取締り 

３ 冬期間における各種事故防止 

 (1) 山岳遭難防止 

 (2) 雪害事故防止 

 (3) 年末年始における雑踏事故防止 

答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

質疑（○は署長等の説明） 

１ 詐欺被害防止について、受け子役の少年が逮捕された例から、薬物乱用防止のよ 

うに中高生のうちから教育することが有効ではないかと思う。 

そういった防犯教室の申し込み方について伺う。 

〇 生活安全課が窓口になり、要請があれば警察から出向いて防犯教室を行いま 

す。 

２ 新潟県警にも山岳遭難救助隊があると知ったが、隊員になるためには何か資格が 

必要なのか。 

また、普段の業務との兼ね合いはどうなるのか。 

○ 資格は必要ありません。 

新潟県では、隊員は主に駐在所などと兼務しながら、訓練や救助活動を行って 

います。 

３ 他県では、金融機関で高額現金を引き出そうとした場合、警察官が来て聴取を受

けると聞いたが、新潟県でも同じような連携はとられているか。 

○ 特殊詐欺被害防止のため、新潟県警でも同様の連携をとっています。 

４ 国際電話を悪用した特殊詐欺について、実例があれば教えてほしい。また、対応

策についても教示願いたい。 

○ タオルでくるんだ現金を「冷凍食品」として送らせた例、警察官を名乗り「逮 

捕状が出ている」などと告げ、逮捕されたくなければ現金を送るよう要求した 

例、「マネーロンダリングの疑いがあり、確認のために必要」などと騙し現金を 

振り込ませた例などがあります。 

警察が電話で現金を要求することはありません。また、楽に稼げるといったよ 

うな儲け話も疑って、騙されないように注意してください。 

５ パソコンメールに毎日のように詐欺と思われるメールが届く。どのように対応す

れば良いか。 

○ 騙す前段である個人情報の収集が目的の場合もあるので、個人情報を入力した

りせず、無視するようにしてください。 

 



６ 警察官になりすました詐欺電話があるが、警察から電話をかける際、本物と証明 

するために、何か工夫しているか。また、国際電話ブロック以外に有効な対策はあ 

るか。 

〇 一旦電話を切って、警察署の電話に掛け直すよう案内しています。 

また、国際電話のブロックのほかに、金銭要求や現金を移動させようとする電 

話への注意呼びかけを行っています。 

７ 熊などの出没で広報が流れることがあるが、出没時間から広報が流れるまでのタ 

イムラグがある。警察も野生動物の出没で対応しているのか。 

〇 熊や猪の目撃情報が入れば、現場臨場し、目撃された対象の数や大きさ、立ち 

去り方向及び付近住宅の有無を確認のうえ、必要に応じマイク広報など現場周辺 

に対する注意呼びかけを行います。現に出没している場合は住民の避難措置を執 

ります。 

速度等取締り指針の策定 

 交通課長から、歩行者事故対策として事故発生場所付近や管内主要道路での

速度取締りを実施するほか、飲酒運転根絶に向けた取締り及び広報啓発活動を

実施する旨の説明があり、了承した。 

 


